
22 問題発見・解決のためのプログラムの制作とモデル化を理解することができる。 

校種（学年） 

 小学校第１学年・第２学年  小学校第３学年・第４学年  小学校第５学年・第６学年 

教科等 情報Ⅰ 

 中学校 〇 高等学校  特別支援学校 

資質・能力 

〇 Ａ 知識及び技能 

想定される学習内容 

〇 基本的な操作等 

〇 問題解決・探究における情報活用 

 Ｂ 思考力・判断力・表現力等 

〇 プログラミング 

 Ｃ 学びに向かう力・人間性等  情報モラル・情報セキュリティ 

【授業の概要】 

高等学校の行事の一つである文化祭を場面として設定し、目標を達成するために模擬店の商品の価格を決める学習を行いました。生徒が、プログラミング

によってモデル化やシミュレーション等を行い、数式モデルに対して係数や乱数の幅を変えてプログラムを修正していきました。更に、より現実に近づける

ためには、どのような条件を加味し、乱数として加えればよいか考えました。シミュレーションを行うにはデータの傾向や特徴をつかむ必要があることや、

シミュレーションによって問題を明確に出来ること、問題を解決するための検討に役立つことを理解することができました。 

 

 

 

 

 

  

 

＜生徒が作成したプログラム＞   ＜更に現実に近づけるために必要なデータ（生徒の記述）＞ 出典：令和２年度総合教育センター所員研究 

 
   

 

＜より現実に近づけるための条件に 

 対する生徒の思考傾向＞ 

対

する生徒の思考傾向＞ 




